
地球研 「水土の知Jプロジェク卜

インドネシア水利システム研究打合会

日時: 2011年8月9日(火) 13:30より (17:00まで)

会場: 地球研研究室4 打合せスペース

参加者:水谷正一(宇都宮大学)，仲上健一(立命館大学)，中村公人(京都大学)， 

中栴貴生(大阪府立大学)，渡謹紹裕(地球研)，加藤久明(地球研)

次第:

1.参加者自己紹介

一ひとり 5分担度

一学術バックグランド，最近の研究・関心など

1)加藤さん(地球研) 2)仲上さん(立命館大)

3)中期さん(大阪府大) 4)水谷さん(宇都官大)

2.プ口ジェクト進捗状況と打合せ趣旨説明

一渡遺， 20分

-6月インドネシア現地打合せ報告を含む

(ボゴール大メンバー作成の現地報告と

ハサヌヂィン大学会合参加リストを添付しています)

3.インドネシア水利システム調査研究の課題と方法

一話題提供水谷さん:r海外濯灘システム研究の問題意識j

-ブレーンストーミング的意見交換

0まとめ

・現地謂査の諜題と方法

-他テーマチームや多国チームとの連携・調整・統合

・活動日程(予算)













J 

主 な 研 究 活 動

大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科
緑地環境科学専攻

准教授中桐貴生

。学術バックグラウンド

A.流域71<管理に関す一塁研究

論文名 雑誌名、巻、ページ i発行年月 著 者
(西暦)

Rural und 2003年 3月 Mulenga B. ， 
Environmental Nakagiri T.， 
Engineering， 44， Horino H. ， 
69-79 Ogino Y. 

農業土木学会論文集， 2001年 4月 清水克之，
212， 53-61 虫桐量生，‘

渡辺紹裕，
荻野芳彦

農業土木学会論文集 12000年 8月|清水克之，
208， 119-126 中桐貴生，

渡辺紹搭 3
荻野芳彦

1. Participatory Irrigation Management Model and 
Proposal for Adoption in Zambia 

2. カザフスタンにおけるソフホーズ解体後の農場生産
体制と農民組織ーアラノレ梅流域の瀧瓶農業における用水
管理と農地保全(II)一

3. カザフスタンの共同農場における水利用の実態とそ
の改善対策ーアラノレ海流域の濯概農業における用水管理
と農地保全(I)一

4. Performance Assessment Framework for 1rrigationlJournal of Arid 
System Characterization and Comparative Evaluation ILand Studies， 
among Regional Units -Case Study: Egypt' s 110(1)， 59-74 
1rrigated A疋riculture-

2000年 7月 IKotbT.， 
Watanabe T. ， 
Ogino Y.， 
Nakagiri T. 

5. Assessment of Actual and Estimated Water |山t山町tof 2000年 3月 Kotb T. ， 
Diversions in the Nile Delta the College of Watanabe T.， 

Agriculture， Osaka Ogino Y. ， 
Prefecture NakaRiri T. 
University， 52， 19-28 

6. 農業用水と流域7.k~盾環の関係、の定量評価 |農業土木学会誌， 2000年 2月 虫楠室生，
68(2)， 151-156 渡辺紹裕，

コ野 徹

7 紀の)11流域における農業用水需給と反復利用の分析|農業土木学会論文集， 2000年 2月 虫桐量生，
一流域水循環モデ、ノレによる農業用水利用の分析(1I)- 1205， 35-42 渡辺紹裕，ー

堀野治彦，
丸山利輔

8 異常渇水時における農業用水管理とくに水配分の実|水文 水資源学会 1999年 5月 宝桐量生，
態-1994(平成6)年商日本の大褐水の事例一 誌， 12， No. 3， 242- 安藤大一，

249 平山周作，
石川i重雄，
丸山未Ij輔

9 紀の川流域における流域水循環モデノレの開発一流域|農業土木学会論文集， 11998年間|中桐貴生，
水循環モデノレによる農業用水利用の分析(I)- 1198， 1-11 渡辺紹裕，

堀野治彦，
丸山利輔

10. Possibility of Agricultural Expansion in EgyptlJournal of Arid 
in View of the Available Water Res6urces ILand Studies， 8(2)， 

113-128 

1998年12月 IKotbT. ， 
Watanabe T. ， 
Ogino Y. ， 
ト!akadriτ.



11. 阪神・淡路大震災による淡路島北部の農業水平Ij環境i水利科学， 41(1)，
の変化一阪神・淡路大震災の農村の水文環境・水利用へ 187-102
の影響(2)一

12. 阪神・淡路大震災による淡路島北部の地下水文環境i水利科学， 40(6)， 
の変化一阪神・淡路大震災の農村の水文環境・水利用へ 182-93
の影響(1)一

13. Performance of low river flow prediction 
systems 

1997年 4月出掴量生，
渡辺紹裕，
水谷正一，
堀野治彦，

1997年 2月 l中村公人，
堀野治彦，
渡辺紹裕，

虫盤貴主
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B.持続的な水土保全・開発に関する研究

<>.6、
羽問 文 名. 著者雑誌名、巻、ページ

発行年月
(西暦)

1. ホンジュラスでの小規模金融事業による貧困削減効|農業農村工学会誌，
果と課題 179(3)， 27-31 

2. 耕作放棄地の解消対策としての地域活性化とその土 l農業農村工学会誌，
台づくり 176(7)， 19-22 

3. 開発途上国における小規模濯瓶開発の展開 農業農村工学会誌，
76(2)， 119-124 

4. 自立支援型開発手法による土壌保全対策事業の事後|農業農村工学会誌，
評価 175 (10)， 915-919 

5. ボリビアを事例とした貧国削減に対する新しい提言 i農業土木学会誌，
73(3)， 195-198 

6. 堺第 7-3区埋立処分場Hポンドにおける水環境の|大阪府立大学大学院農
診断 |学生命科学研究科学術

E報告， 56， 45-56 

7. Lessons Learnt from the Irrigation Perspective 
of the Sayama-ike Land Improvement District -
Irrigation Develcpment in Zambia (I)一

Scientific Report of 
the Gr呂duateSchool 
of Agriculture and 
Biological Sciences， 
Osaka Pref巴cture
University， 55， 43-52 
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2008年 7月|吾郷秀雄，
石筒覚，

虫温室主
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2005年 3月|吾郷秀雄，
史担量生，
荻野芳彦，
丸木充

2004年 3月出血量生，
堀野治彦，
荻野芳彦，
亀井真咲，

2003年 3月
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8. 参加型開発手法の眼界と自立支援型開発手法の提案 i農業土木学会論文集， I 2002年10月 i吾郷秀雄，
ーボリビア渓谷地域における土壌保全事業を事例として 1221， 33-42 1 I虫盤室生，

I I I荻野芳彦，

圏晴行



C.農盟主3d::.笠農業撞設型も三つ多直前機能に関する研究

三ι
ロ問 文 名 雑誌名、巻、ページ

発行年月
(西暦)

者著

1. 小型魚道を付帯した水田の用排水諾元に関する考察|農業農村工学会論文 I2009年12月 i中村公人，
集， 264， 9-16 I I深見彩，

堀野治彦，

虫盟室主，
坂田賢

2. オフ・ストリーム型ため池による河川の栄養塩類流 i農業農村工学会論文 I2009年8丹 i虫盟童主，
出抑制効果の実証および考察 |集， 262， 35-40 I I堀野治彦，

松島隆治

3. 環境配慮型工区を含む農業用水路への住民意識 農業農村工学会誌 I2008年8月|堀野治彦，
76(8)， 41-45 I 出血量生

4. 海風の卓越する混住化市域での気温形成 農業農村工学会論文 I2008年6月 i竹下伸一，
集， 255， 87-94 I I堀野治彦，

里担童主

5. 環境配意型用水路の魚介類生息および通水機能への i農業農村工学会論文 I2008年4月!堀野治彦，
影響評価 l集， 254， 77-83 I 出血室主，

荻野芳彦

6. 都市農地がヒートアイランドにもたらす影響 環境技術， 35 (7) ， 
502-506 

2006年7月 |竹下伸一，
堀野治彦，

E盟室主

0研究に対する基本スタンス
17.kJが共通のキーワード・・・水資源，水循環，水管理，水環境など
・流域が研究対象の基本単位
-現況診断→理想的なあり方の検討(現実性考慮)
-水文的要素(=自然現象)十人為的要素を常に考慮
. 7.k (十エネノレギー&物質)の存在量，移動量，質などの的確な評価
・人為的要素(水管理)による影響の評価

。最近の研究・関心など

O取組中の研究テーマ
・資源循環型水質浄化システムの開発
-デジタル画像を用いた水質評価手法の開発
-高品質ミカンの安定生産に向けた濯瓶管理手法の開発
-樹園地における潮風害防止のための栽培管理用水量の定量評価
.屋上緑化施設による熱・水環境への影響評価
-長期的観測に基づく大気からの湿性・乾性沈着特性の定量評価
.農村におけるソーシヤノレキャピタノレの再構築

0その他の活動
・若手濯概技術者のネットワーク構築



-これまでの研究の概要
2010.11.20 宇都宮大学農学部 水谷正一

I. 農業用水の転用に関する研究
or都市化と農業用水ー余剰}j(の形成と水利転用J、緒形博之編『水と日本農業』、東京大学出版会、 285-305、
1979 
or農業用水の転用に関する研究J、水利科学研究所編『氷経済年報-1983年版ふ 55-138、1983.
or水車Iの転用ー農業用水から都市用水へj、山崎不二夫編著『利根川の水利』、差是文↑潟、 229司 240、1986

1I.農業水利史および水利組織に関する研究
or土地改良事業と農業土木技術j、「農業土木事業の多械化j、「農業土木史年表J、幾重量土木学会編『農業土木
誌』、331-337、559【 563、1623寸693、1979.
or淀川下流における幾重量水利の展開」、「中・下流における都市化の遂行と幾草案水利J、農業土木学会編『淀川農
業水利史ふ 158向 169、390-404、1983.
or淀川下流土地改良区の分析J、淀)11下流幾重量水利調査委員会翁『都市化地域の土地改良区論』、幾重量土木学
会、92-186、1983.
or解題淀川下流低湿地の排水改良と御塵外国人技師J.W幾重量土木古典選饗5巻街l塵外国人技師のこ土地改良
論』、日本評論社、 1-12、1991

m.モンスーンアジアの水利システムに関する研究
or地域生態系における水利システムの近代イ旬、「インドネシア・パリ島のスパックにみる伝統的技術の再評価と
近代化への適応J、志村博康編『水利の嵐土性と近代化』、東京大学出版会、30-41、233町 249、1992.
or資源制約下の}j(fiJシステムーインドネシアfスバックJの緩験」、今村奈良箆・八木宏典・水谷正一.i平井伸広蕃
『水資源の枯渇と配分ふ差是文協、 121-218、1996
or大線様;義務システムの分権的管理」、藤間利子綴『モンスーンアジアの水と役会環境』、世界思想社、 233-257、
2002 

IV.水辺生態系の保全計酒に関する研究
0水谷正一緩箸W}j(回生態ヱ学入F問、E主文協、204p、2007.
0水谷正…・森j寧編著『春の小川の淡水魚ーその主主怠壊と保全』、学報社、 190p、2009

-プロジェクトでの研究の視点

1.暮らレと営農の変化
0差是村深部への市場経済の浸透(現物循環絞済の総小)、少子化、護家子弟の高学歴化と教苦言蓄を負担増、若者の
磯村、伝統文化の変化などに見舞われたモンスーンアジアの農村

0米の多作化、商品作物・工芸作物・果樹の導入、ヱピ養慰・3警豚・護軍島の毒事入、伝統的な空襲魚・家禽館空襲の変容
O地主・小作関係、土地無し労働者はつ
o~軽薄レベルの社会規範(統治組織、格瓦扶助、在来信仰など)の変容はつ
0総体として、モンス…ンアジアで典主主的に見られたりわ線機複合経営"は、どこに向かおうとしているのか?

1I.伝統的な7.J<利システムは暮らレと営農の変化にどのように苅応しているのか?
0雨季の補給滋i!iが中心の伝統的な水利システムl土、乾季の完全港;院をも担えるものなのか? たとえば、伝統
的なlie7l<管理方法(南スラウェシのマンドロジェネ、上ビルマのミィヤンガァウンなど)は乾塁手に適応できるか?
0雨塁手の需要主導裂の遂続滋j隠と乾季のブロックローテーシヨンによる間断遂滋の絡亙移行は可能かっ
0乾塁手の機動水源をどのように確保するのかっ
0総体として、どのような条件のもとで個別約水利用が展開しようとしているのか?

m.大規模「近代的J水利システムは馨らしと営農の変化にどのように対応しているのか?
O中間貯留施設を持たない大規模水利システムは供給主導裂の配水管理が避けられない、三次水路以下の施設
整備が進んでいないといったハードの課題があり、個別的水利用の実現には多くの医幾が予怨されるo
0営農変化にたいして、どのような水車jシステムが望ましいのか? たとえば、契約方式、浅管弁戸との併用など。

IV.生活の質 CQOL)をささえる水利システム
0モンスーンアジアの水利システムは生芸主としての幾重量をささえているばかりでなく、農村環境(生態系)や地域文
化と深いかかわりを持つ。

o}j(利システムおよび}j(EBが有する多面的機能の確認と評価が、一謄重要になってきたのではないか
O多面的機能を考慮した水利システムの、ノフト(制度、総綴、管E里方法など)の確立が新たな課題となっている。

守
2011/8/9 



地球研 「水土の知Jプロジェク卜

インドネシア水利システム研究打合会

プロジェク卜進捗メモ

L盟2
1 )全般

-課題・方法再構築中 r conv i v i a 1 i t y J 
-体制整備中 事務局・各国チーム

2)プロジェクト研究員

-加藤久明(立命館大学より， 8/1着任)

・田村うらら(京都大学より， 8/16者任予定)

・全般/水資源管理担当 上級研究員再公募予定

3)各地域概況

-トルコ:kick-off陥eeting07/18-19 :>9月シンポジウムへ

-インドネシア:予備謂査06-4-10.ハサヌディン大学と MOU交換 07/25 :>現地調査

・愛知川I:予備調査 7月(滋賀果庁，みどりネット愛知}II) :>研究会へ

.IWMトスリラン力 共間研究計画全般/スリランカ溜池>共同研究院OU，調査計画，

舘大学との協同

・エジプト:調整中 >高官さん帰国待ち? 古気候/東大阿部教授，

乙主筆

1)配分額決定 81，310，000丹 (人件費除く)→

2)見直し (08/05)

-総括:諜題方法開発と成果とりまとめ

.国擦動向調査

・各地域調査研究 (インドネシア 11， 203， 000円)

3.当面の計酉

0)各チーム現地調査

1)World Water Week 2011 (ストックホルム 08/20-26) 

一側W201之FoodSecurity and Waterでのセッション提案に向け

一会合 w/Dr.陥arkSvendsen， 1附 1，FAO 

2)トルコ 園際シンポジウム (アドゥヤマン 09/20-22. CRESTと共催)

3)プ口ジェクト研究会・セミナー 毎月

4)全体研究会 11月 3月?

5)研究プ口ジェク卜発表会 (11/30-12/2) 

6) 1 CSS Ba 1 i国擦シンポ (2012年 01/10-13)

f 

立命





区 分
平成23年度計薗額

支出配分 儲 考
員数 主韓 鏑 金額

同 干円

物件費害事 18.950 

設儀費 15.100 

ワーヲステーション・システム 式 14. 500. 000 14， 500 ①第2隠半期16月末計上+7-9月) 地1ま研へ設置 モデル解析(イニシアティブ共同)

携帯型水質淵定システム 2 式 200. 000 400 ①第2密半期16月末計よ+7-9月} 地球研へ殺霞

関像記録システム 4 式 50. 000 200 ①第2白半島~16月末計上+7-91l) 地球研他へ設遂 (GPSデジヲルカメラなど)

文総資料革審入費 50 

分析関係図書書 10 冊 5.000 50②第3四半奴(10湾問12月}

消耗品質 1.800 

実験室利用料 式 100. 000 100 ①第2四半期{日月末計上+7-9月)

共通機器使用料 3 式 100. 000 300 ①第2白半期16月来計上+7-9月)

土地利用関係デーゴタ鶏入費 式 500. 000 500 ①第2沼半期16月来計上+7-9月)

水質分析用鼠薬類 式 300. 000 300 ①第2羽学館16月末計上+7-9月}

分析用消耗品類 式 300.000 300 ①第2四半期16月末計上+7-9丹}

データ処理関係消耗品 式 300. 000 300 ①第2四半期16月来計上+7-9丹)

通信運搬費 650 
観i闘機器輸送費 3 式 100. 000 300 ②第3四半期(10月切12Fll 羽田舟ト.用鮫;周装議輸送(京都ー現地)

水サンプル 5 式 70. 000 350 ②第3四半期(10月偏12月l 現地からの犠送

雑役務質 1. 350 

降位体分析委託 閏 1. 200. 000 1.200 ②第3路孝矧 (10i1-12月)

現地説明資料翻訳 3 回 50. 000 150 ②第3自半鍛(101寺山12月}

【中著書項名】

13.855 

{小事項名]

|55…資分析と成果の時 i 13.855 

緒 2融金 40 

図書事動向研究及び研究課題検討協力劉金 5 人 8.目。。 40①第2四半期16月来計上+7-91l) 検討打合せ並びに講演謝金

際内旅費 150 

研究打合せ旅費 関係機関閣内翠務所等紡際協議

教授 間 50. 000 50①第2羽学鱗16丹来計上+7-9月}

，怯教授 毘 50. 000 50②第3四半期(10汚-12月}

助教・研究箆 回 50.000 50③第4!!1半1!Jl(翌年ト3月)

外際旅費 6.300 
海外鐙際会緩・関線学会参加旅費

スウェーデン (8局、 10臼間) 2 人 400.日目。 800 ①第2四半期161l*計上+7-9月} 附官2011

フランス (3湾、 10日務) 3 人 500. 000 1冒500③第4間半鰐{翌年1-3月} 6th書官F

トiL-コ (9月‘ 7日間) 人 200. 000 200 ①第2陸半期16月末針上+7-9丹) FAO担当審期問調整中(現地検討会と周期)

トルコ (9月、 78間) 人 200. 000 200 ①繁2四半期16月来計上+7-9月) エジプ卜水管理研究者 織間宮調整中(現地検討会と

トiL-コ (9丹、 7回問) 人 250. 000 250 ①第2沼学鍛16丹来計よ+7-9月) 同日1.議E量 級凶器調書豊中{現地検討会とi奇期)

トルコ (9湾、 7図書耳) 。 人 200. 000 。 正副総箆 期間務室聾中(現地検討会と同期)

インドネシア (10月、 7日間) 人 200. 000 200 ②第3四半織(10iH2月) 同院 I~麓箆 期間稼重豊中(現地検討会と間期)

インドネシア (10月、 7日間) 人 250. 000 250 ②第3四半期(10月間12月i JICA器室長ミ 期間翻整中(現地検討会と同期)

インドネシア (10月、 78間) 。 人 200. 000 。 ADB磯良 型書簡滋整中{現地検討会と同鰯)

インドネシアICSS (H例年1月、 7日間 3 人 300. 000 900 ③第4医半期(翌年1サ月}

東南アジア (10月、 7日陪) 人 400. 000 400 ②第3四半期(10月ー12月) {中上チーム

東南アジア (H242月、 7日間) 人 400. 000 400 ③第4四半織{翌年ト3月i 仲上チーム

イラン (H24年2月、 7日間) 3 人 400. 000 1.200 ③第4伺半期{翌年ト3月) UN王SCOカナー卜研究所(Categry2研究所}

外医人研究員等銀へい旅費 5.850 

イテリア・ FAO専門家 人 400. 000 400 ②第3四半期(10月ω12月l 11月招へい‘ 78隠

アメリカ・水管浬実務者(籾担当者なt 人 400. 00日 400 ②第3問半織(101H2月) 11月招へい、 78陪

スリランカ・霞際水管理研究所研究者 人 350. 000 350 ②第3間半期(10月-12月) 11 Fl招へい、 7臼問

外調人研究員招へい(細目未決定) 2 人 500. 000 1.000 ②第3四半期(10月-12Fl) 11月招へい、 7回初

トルコ研究者 。 人 300.日目。 。 期間・人箆翻聖豊中

トルコチュクロパ大学教授 滋教授 人 450.000 450 ②第3凶半紛(10月ー12月) 11月招へい、 10日間

トルコアドゥヤマン大学教授 人 450. 000 450 ②第3劉半鍛(10Fl-12月) 11河招へい、 10日間

トルコハラン大学教授 人 450. 000 450 ②第3間半期(10Fl-12月) 11 Fl招へい、 108間

トルコ閤家水利官庁技術者等 2 人 450. 000 900 ②第3限半期(10月-12Fll 11月招へい、 10日間

インドネシ7・専門家 人 400. 000 4自o②第3隠半期(10月ー12月} 11月招へい、 7日間

IWRM専門家 3 人 350. 000 1.050 ②第3四半期(10月斗2月) 11月招へい、 78間，仲上チーム

物件費等 1.515 

文献資料購入費

図際機関資料購入 3 式 70. 000 210 ②第3四半期(10月ー12月)

データ購入資

図際機関データ務入 3 式 50. 000 150 ②箆3四半期(10月間12月}

消耗品繁

データ整理消耗品 式 30. 000 30②第3四半期(10月-12月}

通{醤逮搬費

印期j出版賛成果まとめ 式 300. 000 300 ③第4四半期{翌年1-3月) パングラディシュのUniversityPressからの成果出

儀料及びt員料

現地自動車倦料 5 自 15.000 75②綴3四半期(10月斗2Fll 現地機弱紡f!llJll

鐙際学会等参加費 閏 50.000 250 ②第3四半賂(101幸伺12月)

雑役務費

GISデータ分析 式 500. 000 500 ③第4際学期(翌年1-3Fl) 第3織に計上

【中事項名】

|関まとめ環境問観鴨岬射り 37.07 

【小耳IUii名】

17.179 
とりまとめ

2 諸 樹 金 1.209 



区 分
平成23年度計磁額

支出配分 儲 考
E童数 持基 {冨 金額

p:j 千問

現地震司王霊協力醤i金 63 人 8，000 504 (j)第2箆半期16月末計上十7-9月} 現地ガイド補助;5自万汚にi雪綴

データ分析謝金 100 人 6，650 665 ①第2間半期16Jl朱計上+7-9月} 持戸大学現地大学

現地状況分析謝金 5 閏 8，000 40①第2四半期16月末計上+7-9月)

閣内旅費 250 

研究打合せ旅褒

教授 。 自 50， 000 。

准教授 2 回 50. 000 100 ①l!I2凶半織16月来計上+ト9月)

助教・研究箆 3 回 50.000 150 ②第31!!l半期110月ー12J'l)

外翻旅費 4， 500 

研究集会旅費

ト J~コ箇 (6.7丹、 10日間) 。 人 450. 000 。 現地始動研究会

トルコ図 (9月、 78M) 5 人 450. 000 2.250 ①第2四半綴16月末計上+7-9月) 現地研究会 CRESTと共催;5人に変更

海外フィールド調査旅繁

卜Jレコ (8月、 10自問} 2 人 300. 000 600 ①第2四半期16月末計上十7-9Jl) 神戸大学

トJレコ (8湾、 7自問) 人 500. 000 500 ①第2閉半怒16月来計よ+7-9舟) 詞志社大(ディスカウント・ビジネス，体翻都合)

ト J~コ (8湾、 78 閤) 人 100. 000 100 ①第2四半織16月末計上+7-9月) 現地滞在費/トルコ園内移動陵のみ

トルコ (6-3月、 15日館) 人 400. 000 400 ①第E四半織16月末計上+7-9Jl) 現地滞夜E調査(研究箆)織問調整中

トルコ (6-3月、 30日「占) 人 650. 000 650 ①第E間半搬出月末計上+7-9Jl) 現地;帯主E悶査(研究員)期間調室豊中

物件費等 11.220 

文献資料購入費

E韓宝聖地場関係図審 30 冊 10.000 300 ②第3四半期110月“12月) 地球研

E需3基地場関係図書書 3日 冊 10.000 300 ②第3四半期110J'l-12月} 龍谷大，向志社大

議室基地域関係資料 5 1重 50. 000 250 ②第3四半期110J'l-12月}

設儀費

スベ?トルラジオメーター 式 8. 520. 000 8.520 ①第2四半鰐16月末計上+7-9Jl) トルコ現地利用 17J'j-9F1l

データ購入資

EIEデータ/アスヲー函像 式 500. 000 500 ①第2四半鍛16月来計上十7-9Jl) 17月-9J'l)

i再耗品聖堂

現地重量i賂認査消耗品繁 式 350， 000 350 ②第31!!l半期110月寸2J'l)

解析とりまとめ用消耗品 式 350，日目。 350 ②第31!!l半期110月時12J'l)

通信運搬緊

観;閣機器輸送費 式 150，000 150 ②第3四半期110月寸2J'l) J{-井ド用重量，周装置輸送(京都ートルコ・ GAP地場)

儀料及び綴料

現地自動車借料 50 日 10.000 500 ②第3四半期110月同12J'l) 現地?閤定郡吉取り用

【小事項名1

5.183 
果とりまとめ

路 謝金 578 

現地議室霊協力謝金 5 人 10.000 50②第3閉半鍛(10月寸2J'l) 現地ガイド補助

デ一歩分析謝金 50 人 6.550 328 ②第3閉半期日8月ー12F1l 京都大学

現地機関資料分析 20 人 10.000 200 ②第3閤半鍛(10月ー12F1l

調内旅費 250 

研究打合せ旅費

教授 3 回 50，000 150 ①第2四半期16Jl来計上+7-9月) 東京大学CCSR教授他

，性教授 自 50.000 50②第3四半期(10月-12J'l)

助教・研究箆 回 50. 000 5自③第4四半期{翌年1-3月}

外銅旅費 2.200 

海外研究機関溺交旅費

エジプト (1寸月、 15悶!理) 2 人 500. 000 1.000 ③第41!!l半期{翌年1-3月) 国立水研究所他

海外フィールド額資旅費

ヱジブト (10湾、 15日間) 人 400. 000 400 ②第31!!l半期(10J'l-12月) 現地調変現地研究会

エジプト (6-3丹、 78関) 2 人 400. 000 800 ①第2四半滋16月末計上+7-9月} 現地滞在鏑交{京都大学，訪問先・臼翠翻霊童中)

外聞人研究員等招へい旅費 900 

エジプト研究者 人 450. 000 450 ③第4四半期(翌年1サ月) H24の3月招へい

エジプトアインシャムス大学教授他 人 450.000 450 ①繁2密半期16月末計上+7-9月) 11月招へい、 10日間 {期間調整中)

物件費等 1.255 

文献資料議入費

翻宝聖地i韓関係図書寄 20 初 10.000 200 ②第3四半期(10月開12J'l)

書司王基地域関係資料 5 式 50. 000 250 ②第3四半期(10月田12F1l

気縁関係資料 式 300. 000 300 ②祭3四半期(10月-12F1l

倦料及びj員料

現地自動車借料 7 日 15.000 105 ②第3密半期(10J'l-12月} 現地;j母定閤き取り煎

消耗品費

現地鮫，悶溺査消耗品資 式 200. 000 200 ②第3四半期(10湾寸2月]

解析とりまとめ用消耗品 式 200，000 200 ②第3四半期(10J'l-12月)

[小著書瑛名】

11.203 
成果とりまとめ

書書 謝金 540 

境地E韓交協力謝金 50 人 10.000 500 ③第41!!l半期{翌年ト3月} 現地ガイド補助

現地状況分析謝余 国 8.000 40③第4閉半期(袈年1寸月}

園内線費 350 

研究打合せ旅費

教授 3 回 50. 000 150 ①第2図半期16Jl来計上+7-9月}

准教授 2 回 50. 000 100 ②祭32宝半期(10月ー12J'l)

助教・研究気 2 閏 50.00日 100 ③第4白半期{翌年1-3J'l)

3 



区分

外露線質

研究集会旅費

インドネシア (10月、 158伺)

海外フィールド議室霊旅陵

インドネシア (9月、 17日間)

インドネシア (10月、 15日間)

外聞人研究員等諮へい旅費

インドネシ7・ハサヌディン大学教授

インドネシア・ウダナヤ大学教授

インドネシ7・ボゴール農業大学教授

インドネシア研究者

物件費等

設儲堅苦

気象水文観;爵裟鐙

流速計

消耗品費

現地鮫，閥Z調査消耗品費

解析とりまとめ用消耗品

文献資料鱗入費

塁審査地域関係図書5
E司王聖地I革関係資料
過儀量軍機資

重量，勝機器犠送費

アンケート印劇・製本代

衛星データ続入緊

倦料及びt員料

現地自動車借料

路樹会

現地塁審査協力謝金

務鏑謝余

国内旅費

打合せ旅緊

教授

，住教綬

助教・研究員

現地調交旅費

教授

准教授

助教・研究員

物件費等

文獄資料購入褒

E霊爾湖築水i革関係資料
調査地域関係凶議

設俗資

自動採水器

水圧式水位計

;蒔耗品質

試薬等

現地銀，閥翻E量消耗品費

解析とりまとめ用消耗品

倦料及びj庭料

現地自動車借料

計

人 件費

諸鰯余

国内旅費

外陣旅費

外聞人研究員等招へい旅貨

物 件費等

毅
「
圏
一
一
同

盟
主

時
一
単
一

。ζ
『

聞

成
T
l
T

平
一
一数一気一 金額

千円

3，450 

支出配分 機 考

て
関係省庁・ LIPI他現地始動研究会 {鯨際談繋中)

8001①認2四半期16月来計上+7-9月)1現地調査 現地研究会 宇都宮大学

4001②第3四半期110月ー12m 1現地滞在翻資 金沢大学 {期隠怒皇室中)

11月招へい、 10日間

11月招へい、 10日間

11月紹へい、 10日間

持24年3月

7501①繁2阻半期16月末計上+7-9月)1現地に殺震 機器・地区・台数等検討中

1. 0731①第2白半期16月末計上+7-9月)1現地に複盤 機器・地区・台数等検訪中

1501②第3間半期110月也12月J 17dド用綬，閥装議稔送(京都ーインドネシア)

5001②第3際半l!Jj110月四12月)

5001②第3隠半期110FH2月)

6901②第3四半期110月】12月J 1現地i悶定問き取り罵

3，510 

80 
8，000 4自②第3間学期110月四12月} |和也案内等

2 20， 000 40②第3閉半期110月-12m

710 

2 回 50，000 1自自 ①第2閲半賂16月末計上+7-9Jl)

2 図 50， 000 10自②第3罰半期110月同12月}

2 困 50，000 100 ③第4四半期(翌年1寸月}

70， 000 70②第3四半鍛110月寸2月)

2 70， 000 140 ②第3四半期110/H2月) i京都大学他
100， 000 200 ③第4四半期{笠年1-3月1

2，720 

20 200 ②言語3四半紛110月-12m

20 1. 000 20②第3四半期110!'H2月l

式‘ 1. 000， 000 1. 000 ①第2四半賂16月来計上+7-9月} 京都大学

3 式 200， 000 600 ①繁21!!1半期16月末計上+7-9月) 京都大学

式 300，000 300 ②第3医半l!Jj110月寸2m

式 200， 000 200 ②第3四半期110!'l寸2!'lJ

式 200， 000 200 ②第3四半期110!'l寸2月)

20 日| 10，0001 2001②第3四半期110月ー12月)

誤義

※人件費を菱し引いた総計です.

5 人 450， 000 

2 人 400， 000 

人 400，日目。

人 400，000 
人 400， 000 

人 400， 000 

2 人 400， 000 

5 式 150，000 

式 1， 073， 000 

式 200， 000 

式 200， 000 

30 間 10，000 

10 !!Ii 50，00日

式 150，00自

式 500， 000 

式 500， 000 

70 自 10，000 

2，2501②第3隠半期110!'l叶2月)

2.000 
4001②第3四半怨110月司12月1

4001②第3四半郊110月間12月1

4001②第3際半餓110!'l-12月)

8001③第4隠半期{翌年1-3月)

4. 863 

2001②第3四半期110!'l句12月1

2001②第3四半期110!'l-12月)

3001@第3沼学期110月ー12月i

5001②第3笥半期110月四12!'lJ

78，912 

16，800 

2.869 

3，350 

18，150 

9，000 

45， 543 

※員数、単鐙I孟髭入倒です.

※各事項の区分は例示であり、予算計画作成の積算勝や決算鋳の比較可能性等を考慮のうえ、各研究ヅロジ:r.?ト毎に輯断下さい.

※各小事績内の経費項銭は加除していただいて結構ですが、合計梼害事の計算にご留.下さい.

4 







































二dO(

湾対o.onQS1a

t.rJlSffiYOfcutTlsfNIDTOOO器鎚
阪:PlJ!3UC:Ci'1¥氏暗部

別講弘
TheUhimafe附 D間四月V

P河巧ト..t~"Urねい ~v-ft身、P.

1 GDEPITANA 
Director for Intemational Promotion 

T (+6221) 3838309 

F (+6221) 3483 3602; (+62 21) 386 0828 

M : +62813 19868899 

E promosiluamegeri@gmaiLcom 

igdepitana@gmail.com 

www.indonesia.travel 

Dr. Dewa Ngurah Suprapta 

Office: 

Labo悶toryof Biopesticide 
Faculty of Agriculture Udayana University 
JI. PB. Sudirman， Denpasar Bali， Indonesia 
Phone/fax: +62.361・223797
E-mai1: bioo@dos.c吉川口n.net.id

食丸品、て
(ち

Residence: 

JI. Sangalangit No. 8 Dcnp'asar 
Bali， Indonesia 
Phone/fax: +62.361‘468291 

E-mail: bliop@dps.centrin.net.id 

BOGOR AGRICULTURAL UNIVERSITY 
FACULTY OF AGRICULTURAL ENGINEERING AND TECHNOLOGY 
DEPARTMENT OF CIVIL AND ENVIRONMENTAL ENGINEERING 

Prof. D仁 Budi1. Setiawan 
Water Resources Engineering 

Soil Physics & Hydrology 

IPB Campus Darma百a
BOGOR 16680-INDONESIA 
Telp. : 0251-8627225 
Facs : 0251回8425583
Mobile : 08129321108 
e-mail: budindra@ipb.ac.id 
http://budindra.sta汗ipb.ac.id

Agribusiness SωdyProgram. 

Faω均 ofAgriωlture 
U出versi句rofUdayana尽万<l"UD)

I Waグ品約 BUDIASA，Dr. 
Resource Economics & Environmenl 

Jalan P.B. Sudirman Denpasar -BALI 80232 

Phone/FAX: +62 -361 -223544 

Mobile: +62 -81 79767036 

らmail:wba sosek ・_unud@yahoo.com 

金kmtmmmmA
Melayani: 
胆 SimpanPinjam 
-Saprodi 
-Terna主
-Benih Padi 
-Pupuk Organik 
-Jasa A1sin!an 

i WAYAN ATMAJAYA， S~ 
Manager 

Hp.081 338 539 72札0361・807鈎50

OFFICE: JI寸WisnuNo. 89， Batannyuh， Mar百十Taぬnan.Telp. (0361) 7421469. 08283673321 



♀ot l 

Prof. Dr. Budi 1. Setiawan 
Chairman Of The Adviso吋Board

+628129321108 
budindra@yahoo.com 

budindra@selarasinstltute.com 

組虫盟主・
Gedung JCD， lantai 2 
J1. K. H. Wahid H品 yimNo. 27 

Jak週rtaPusat， 10340 
Telp & Facs: +62213925069 

ζ三 ち

卑旦血血立母盟旦2
・Cl1ma悼 Changes

.Renewable Green Energy 

.Water Resource Management 

・Sust創nabteBiomass Production 

Departemen Teknik Sipil dan Lingkungan 
tnstitut Pertanian Bogor 

Departement of Civil and Environmental Engineering 
Bogor Agricu/tural Uni時代ity

D民 SatyantoKrido Saptomo 

+-t乙'sr_'2....{'?]rf? (37 

Gd. Fateta Kampus IPB Darmaga. PO Box 220， Bo司or160021NDONESIA 
E-mail: saptomo@ipb.ac.id 

i t同IVt=I:lSITAS tiÁSÁ~UI)I)I~ 
: Prof. Dr. dr. Idrus A. Paturusi 

Rektor 

Kampus Unhas Tamalanrea 
JI. Perintis Kemerdekaan KM. 10 
Makassar， 90245 
T : (0411) 584002 
F: (0411) 585188 
www.unhas.ac.id 
email: redor@unhas.ac.id 

PEMERINTAH PROVINSI BALI 
DINAS PEKERJAAN UMUM 

rr. I Dewa Putu Punia Asa， MT 

Kantor: 
JI. 8eliton No. 2 Denpasar 
Telp./Fax; 0361 -225191， 228311 

Rumah: 
JI. Gunung Patuha No. 148A 
Monang -Maning Denpasar 
Telp.0361欄 481936
Hp. : 081 338 635 346 

Address: 

実弘

iC)/.I_;ilλ7-.Di c 
箆ASANUDDINUNIVERSI'すす
FAC. OF AGRICULTURE 

DEPARTMENT OF SOIL scmNCE 

DR. Ir. D. Agnes Rampisela MSc 
アグネス

Soil COllservatioll alld砂'aterMallagemellt 

Phone噂 081342701957
Jl. pengayoman Kompleks Gladiol B 14 
Panakul<ang Mas MAKASSAR 
INDONESIA 

Fax: +62-411-442912 
E-mail・
agnes.rampisela@gmail.com 

もき

民

?業( ち

HASANUDDIN UNIVERSITY 

Prof. Dr. Ir. Musrizal M瓜D，MS
viωDean forA，ω命micAffi山富，
F制 ltyof陶磁町

制 γ 多

Mr. Made Sudartha 

Kampus Unhas TI創nalanrea
n.p町泊討sKemerdekaan KM. 10 
M紘舗織r，骨0245
Phone : +62411 589592 
Fax. : +62411 5895予2
Mobile 汁~2811442241
e-mail :四閣由晦n加。.田租

5) 

Kepala Dinas Perkebunan Pemerintah Daerah Propinsi Bali 

Jl. Kejati 25， Denpasar， Bali Phone: 0361-462618 



斗ペ
γ

Ka01pU5 Unhas Tamalam官昌
jl PErintisitemcrdekaan KM.10 
Makassar、90245
Phone. : +62411帽 58“)28
Fax. : +62411・58ω28
Mobile: +62R16251065 
E，mall:da11mad@indosat.net-1d 
vicerectorl @unhas‘ac.id 

HASANUDOSN UNEVERSEEY 

防司f.Dr. Dadang A. Suriamiharja‘M.Eng 
Vice Rector for Academic A仔iurs

Hasanuddin University 
Faculty Of Marine Science & Fisheries 

JI. Perin甘5Kemerdekaan桁n.10IくampusUnhas 
Tamalanrea Ma陥ぉar，90245 Indonesia 
Telp.: 0411“586025 Fax.: 0411・585188

Residence: 
JI. Bonto Langkasa No. 3 
Makassarω222， Indonesla 
Telp.lFax. : 0411 -873422 
Hp.: 0811 418335 
らmail:iヰbaldj@indosat.net.id
iqbaldj@unhas.ac.id 

M.Iq加IDjawad， Ph.D 

ぷ一、ψW ぷf

たをと
一 一ぺ

ラぎよ がり
ーや令 ー令
A 川 町吋)

丸山り
弘一

ぷ
町一一

弘エ

ι、，一噌 切酢ル ， ‘ 
干 -斗 J

溜盤蹟弘1

Dr. Hasrullah， MA 
Head 01 Student Se刊iceHasanuddin University 

Phone: 08158795613 
E-mail has_ullah@yahoo;com 

園闘

Hasanuddin U niversity 
Makassar. South Sulawesi 
Jndonesia 







c. The research papers and publications as the outcome of the joint activities are to be 

discussed with the other party before submission. 

3.2 Responsibilities of the Parties 

a. 80th parties shall have no financial obligations within the framework of this MOU other 

than those resulting from the IA， which is to be prepared separately. 

b. Cost burden within the framework of this MOU shall be stated in the IA， which is to be 

prepared separately. 

c. Each pa代yshall take full precautions within their respective territories for the safety of 

personnel and equipment during the period of activities. 

3.3 Regulations of detailed activities 

The activities to be conducted pursuant to this MOU shall be prescribed by the project 

coordinators identified bγeach party. 

4. Effective date and expiration 

a. This MOU shall enter into force upon final signature of the authorized representatives of 

the both parties， and it shall remain in effect not later than March 31st， 2016. 

b. The MOU may be extended or amended subject to the mutual consent of the parties. 

Either ofthe pa代iescan terminate the present MOU before the aforementioned date by 

filling in a Notice ofTermination in a written form 6 months in advance. 

On behalf of On behalf of 

The Research Institute for Humanity and Nature Universitas Hasanuddin (UNHAS) 

(RIHN) 

TACHIMOTO Narifumi 

Director-General 

Date: July 26， 2011 

Place: Kyoto， Japan 

PATURUSI， A. Idrus 

Rector 

Date: July 26，2011 

Place: Kyoto， Japan 







Q
U
 

，，，， no 

Q
I
V
 

s
s
e
a
s
-
4司
E
E
nu 

勺
ノ
』

-プロジェクト研究における私の問題意識

I.近年、暮らしと営農はどのように変化してきたか

0農村深刻への市場経済の浸透(現物循環経演の縮小)、少子化、農家子携の高学歴化と教育費負担増、若者の
緩村、伝統文化の変化
。米の多作化、商品作物・エ芸作物・果樹の導入、エピ養猿・養豚・婆害事の導入、伝統的な主要魚・2ま禽鈎3警の変化
O土地祭じ農民の変化
01也主・小作関係の変化
0集落レベルの社会規範{統治組織、ヰ~:窓扶助、宗教儀礼など)の変化
O小規模複合経営の変容

1 伝統的な水利システム・暮らレと営撲が変化するなかで乾季にはどのような氷利システ
ムが成立しているのが

0雨季の被給遂罪去を主体とした伝統的な水利システムl立、乾季の完全溶液に対応できるのか。たとえば、南スラ
ウェシのマンドロジェネによる水管理方式は乾季に適応可能か?

0雨季の需要主導型の連続淫殺と乾季の供給主導型の間断濯滋が、なぜ隠じ濯潟地区で成立可能なのか。たと
えば、パリ烏のスパックでは、なぜ乾季の関駅澄殺が可能なのか。自治的な供給2主導裂、もしくは信託的な供給主
導歪だからか。

0乾季の水不足にたいして、どのようなハード・ソフトの対策がとられているのか。たとえば、パリ鳥のスパックで水
系レベルの水車l謂整はどのように行われるのか(Priest:祭司の役割など)。あるいはスパック内でどのような水利
認護もしくは作付制限がおこなわれているのか。臨場レベルではどのように橋防水源を確保しているのか。
0総体として、どのような条件のもとで乾季の水車jシステムが成立しているのかp
0そうした分析を遂じた「水土の知j(f見極める・使い尽くす・見定める・大事にする・見試す・見返す・仲良くする)の
“発見"

@プロジ工クト研究における私の問題意識〈続〉

ill.大規模な近代的水利システム:暮らレと蛍農が変化するなかで乾季にはどのような水利
システムが成立可能か

0乾季の“j釜滋受益"は、水車jシステムのハード・ソフトの条件によって大きく変化する。たとえば、三次氷路以下の
施設設備の状況による溶液可能筏殴の変化、利用可能な水j原水量による滋滋面積の変化、同じ供給主導型でも
統制あるいは契約による淫務面積のちがい、橋劫水源の利用可能性など。すなわち、乾季では、“港湾受益"の意
味が雨季とは大きく異なる。
0大規模な近代的水車jシステムは多くの場合、国家管理であり、基幹システムを運用する責任と権限は国家(1也方
政府)!こ帰属する。末端システム(三次水路以下)の運用は水車j総合に委ねられているが、乾季の滋潟受主主の性格
から、 7j(:f1J組合の協同的な機能は発揮しにくい。
0大規模な近代的水車jシステムl立、いまだ“未完成・朱成熱なシステム"と考えられる。そうした制約をふまえながら、
乾季にはどのような水車jシステムが成立しうるのか。

'N. 日本の土地改良区は、モンスーンアジアにおける水利システムのモデルたり得るか

0むらの共肉体的な原理の継承。引7]<権(使用収益権)つきの水殴。
Oボトムアップ型の重層住(むら=>むら・むら総合)
Oほとんど見られない信託および契約

参警:調査対象の水利システムの類型化(次項を参照〉
0パリ島スパックと衛スラウェシ州ビリビリ溶液の水平1Jシステムi立、次のような類型化が可能。
Oスパック 3層構造(1")州政府、スパック、テンペック、(農家))、信託+自治+自治
Oビリピ1);妥滋:2層構造(公共事業省・州政府、水車j組合、(農家))、統制+自治



水利システムの分類

1.単一と重層

2.たての関係

3.よこの関係

4.水平IJシステムの機能評価

5.生態系保全機能

1.単ーと重層

単一:ひとつの水利システムに組織がひとつ

例1:管理局(中菌、淫葱渠潅区)

伊~2 ・水道局(臼本)

重層:ひとつの水利システムに組織が二つ以上

例1:国と集蒸(よピルマ)

伊IJ2・ダム管理処と村(t:t菌、沙河ダムj餐区)

倒3:州政府とスパック、テンペック(パリ島)

伊~4 水資源機構と土地改良区と集落(日本)

2.重層における“たて"の関係

統制・公的機関が管理実任と権限をもち、利用者は水
管理に弱与できない形態{途上国の国家管理型がその奥野

鼠治:利用者が水記分、施設の維持管理、紛争の処
浬などを自治的に管理する形態(土地改良区がその典裂)

契約・管理者と利用者が契約し、管理者が従量料金
期jなどで利用者に水をii2分する形態(中国の一部の溜区
がその典型)

信託・利用者集罰が決定権をもち、専門技術者集思
に管理を委託する形態依機槍管理がその典型)

2011/8/8 

3.利水者の“よこ"の関係

共同:r義務と相互扶助」が原理をなす共同体的水利用
(スパッヴ組合員やため池組合員などがその典型)

協同・偲として独立した利水者が水利組織のメンバーとな

り、協議のもとで協力して行う水利用(毘本の畑道利水者、メコ
ンJII沿いのポンプ利用者などがそのS亀裂)

孤立.利用者間に繋がりがなく、管理者と利水者の取り決

めで行われる水利用(契約関係が支記的な地域の利水者)

独占:管理者話料水者の水利用(エステート縫場がそのS亀裂)

4.水利システムの機能評価

公平性:水配分の公平性、利用者の権利と義務の公
平性の度合い

需要対応性:r配給J、「申請による給水j、f即時給水j
の3タイプがあり、後者ほど告白度が高い

個別性・作物栽培で、他の圏場の影響を受けず用水と
排水をコントロールできる度合い

効率性.水利システムの濯減効率、単位水量あたりの
生産量(産出効率)など

水利システムの分類

一π的 重層的

統制 統希iJ+自治

自治 契約+際治

たての関係
契約

信託十自治

契約+契約
信託 ....... 

共同

よこの関係 協同

孤立

独占
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Fig. 8. Schematic representation of river flow and water intake in the Petanu and Pekerisan river 

basins during the period from late July to early August. 1990. 

hough there is a difference by season within the area. ln Badung and Gianyar Regencies， the 

nain season for rice production is the wet period from September to April， whereas in Tabanan 

~egency it is in May to August， the driest period in a year. 

GeneraHy speaking， water is available enough in rainy season， but the available water is re命

!uced in dry season. Then rotation system of irrigation water use、isintroduced in dry season. 

Figure 9 shows the cropping pattern in a year for several irrig::ition systems situated in the mid岨
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研究プロジェクトf統合的水資源管理、のためのわjく土の知』を設えるJIこ対する中楠からのコメント

1.最終ゴール

地域レベル水管理システムの基本構造や整備のガイドラインの提言

2.プロジェクトとして期待される具体的成果

-数カ国における地域レベル水管理の総合的評価

-制度や管理組織の枠組みも含む，地域レベル水管理システムの基本構造のデザイン

3岡地域レベル水管理の総合的評価に関する考察

突き詰めると，良い評備となる水管理システムとし、うのは，その地域において

①ステークホルダーが満足しているかどうか

②社会経消的，物理的に持続的であるかどうか

の2点に絞られるのではなし、か? 主な必要データ 調査方法 備考

3.1.スナークホルダーが満足している状態とは 関係者の意見 アンケート

.7}c.管理システムの有議性を認識している 組織の運営実績 組織への聴き取り調査

-妥当な利害得失，システム内での公平性が確保されている 生産性 関連資料の収集

3.1.1 ここでの公平性について， 関係者の意見 アンケート 学会誌報文に投稿可能か

. r感覚的公平性Jと「物理的公平性jの2つがあるので、はなし、か? 利水可能量 7}c.文観測

-これらは，利水可能量の大小によって定まるので、はなし、か? 農地面積(総面積，農家別面積) 関連資料の収集

→手1j7}c.可能量が少ないほど「物理的Jで，多いほどf感覚的J

3.2 運営体制，実態に関する情報 組織への聴き取り調査

-社会的持続性・・・組織体制，役割分担などが明確で、しっかりしている 運営実積 関連資料の収集

排他的な問族運営や，極端な個人依存型の体制になっていない 水資源賦存量，水質 水文観測

-経済的持続性・・・健全な経営体制 水利用状況

-物理的持続性・・・資源，施設の持続性 施設管理状況

4.地域レベル水管理シスァムの基本構造のデザインについての意毘

リk管理システムは，基本構造自体が地域ご、とに異なるので、はなし、かと思ってしも.
-地域レベルでの水管理システムなら，その地域においてそのシステムが健全に機能していれば，それで十分なはず.

-したがって，依に，万閣で、共通の基本構造があったとして，それを抽出することの必要性が不明.

-基本構造をデザインすることよりもむしろ，地域ごとに差異があることを明確にし，その差異が生じている背景について検証する方が有用ではないか.

-しかし，このブ。ロジェクトで対象となってしも悶の事例だけで，こうした整理を行うには少し無理があるように感じられる.

5.プロジェクト参加にあたっての懸念事項

-作業に割ける時間が限定的

-アンケート等の現地調査の実施には，それなりの事例数を確保したいが，それが可能か?(カウンターパート，研究員など協力が得られるか?)

-他地区(パリ以外)でも同様の調査が可能か?

-最低限のオブ1)ゲーションはどのようなものか?




